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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の原稿画像のレイアウトを行うレイアウトモードに基いた画像形成を行う場合に、
１枚の記録紙の同一面上に所定ページ分の複数の原稿画像が所定の順序で配列される第１
の画像形成を実行可能にし、且つ、二つ折りされる記録紙に原稿画像を印刷する製本印刷
モードに基いた画像形成を行う場合に、前記二つ折りされる記録紙の同一面上の折り位置
を基準とした左側の領域と右側の領域のそれぞれに１ページ分の原稿画像が夫々配列され
る第２の画像形成を実行可能にした画像処理装置であって、
　前記レイアウトモードにおける原稿画像のレイアウトに関する設定を行う設定手段と、
　前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像形成を実行させる
要求を受け付ける受付手段と、
　前記原稿画像における文字方向、前記原稿画像における原稿方向及び前記設定手段によ
り設定された前記レイアウトに関する設定に基づいて、前記レイアウトモードと前記製本
印刷モードの両モードに基づいた画像形成を実行する場合の製本の開き方を決定する決定
手段と、
　前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像形成を実行させる
要求を前記受付手段により受け付けた場合に、前記決定手段により決定された前記製本の
開き方に基づいて、前記二つ折りされる記録紙の同一面上の前記左側の領域と前記右側の
領域のそれぞれに前記所定ページ分の複数の原稿画像を前記所定の順序で夫々配列される
第３の画像形成を実行する制御手段と、
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を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１記載の画像処理装置であって、
　前記第３の画像形成に先立ち、前記第３の画像形成に係る全ページの原稿画像を記憶手
段に記憶させることを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の画像処理装置であって、
　前記設定手段は、前記レイアウトに関する設定として、前記二つ折りされる記録紙の前
記左側の領域と前記右側の領域の各領域における前記所定ページ分の複数の原稿画像の配
列数を設定することを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか一項に記載の画像処理装置であって、
　前記二つ折りされる記録紙の前記左側の領域と前記右側の領域の各領域における前記所
定ページ分の複数の原稿画像の配列順序を、前記第３の画像形成に先立ち指定可能にする
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか一項に記載の画像処理装置であって、
　前記受付手段は、前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像
形成を実行させる要求を、前記画像処理装置が具備するユーザインターフェース手段を介
して受け付けることを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　複数の原稿画像のレイアウトを行うレイアウトモードに基いた画像形成を行う場合に、
１枚の記録紙の同一面上に所定ページ分の複数の原稿画像が所定の順序で配列される第１
の画像形成を実行可能にし、且つ、二つ折りされる記録紙に原稿画像を印刷する製本印刷
モードに基いた画像形成を行う場合に、前記二つ折りされる記録紙の同一面上の折り位置
を基準とした左側の領域と右側の領域のそれぞれに１ページ分の原稿画像が夫々配列され
る第２の画像形成を実行可能にした画像処理方法であって、
　前記レイアウトモードにおける原稿画像のレイアウトに関する設定を行う設定ステップ
と、
　前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像形成を実行させる
要求を受け付ける受付ステップと、
　前記原稿画像における文字方向、前記原稿画像における原稿方向及び前記設定ステップ
において設定された前記レイアウトに関する設定に基づいて、前記レイアウトモードと前
記製本印刷モードの両モードに基づいた画像形成を実行する場合の製本の開き方を決定す
る決定ステップと、
　前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像形成を実行させる
要求を前記受付ステップにおいて受け付けた場合に、前記決定ステップにおいて決定され
た前記製本の開き方に基づいて、前記二つ折りされる記録紙の同一面上の前記左側の領域
と前記右側の領域のそれぞれに前記所定ページ分の複数の原稿画像を前記所定の順序で夫
々配列される第３の画像形成を実行する制御ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項７】
　複数の原稿画像のレイアウトを行うレイアウトモードに基いた画像形成を行う場合に、
１枚の記録紙の同一面上に所定ページ分の複数の原稿画像が所定の順序で配列される第１
の画像形成を実行可能にし、且つ、二つ折りされる記録紙に原稿画像を印刷する製本印刷
モードに基いた画像形成を行う場合に、前記二つ折りされる記録紙の同一面上の折り位置
を基準とした左側の領域と右側の領域のそれぞれに１ページ分の原稿画像が夫々配列され
る第２の画像形成を実行可能にしたプログラムであって、コンピュータを、
　前記レイアウトモードにおける原稿画像のレイアウトに関する設定を行う設定手段、
　前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像形成を実行させる
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要求を受け付ける受付手段、
　前記原稿画像における文字方向、前記原稿画像における原稿方向及び前記設定手段によ
り設定された前記レイアウトに関する設定に基づいて、前記レイアウトモードと前記製本
印刷モードの両モードに基づいた画像形成を実行する場合の製本の開き方を決定する決定
手段、並びに、
　前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像形成を実行させる
要求を前記受付手段により受け付けた場合に、前記決定手段により決定された前記製本の
開き方に基づいて、前記二つ折りされる記録紙の同一面上の前記左側の領域と前記右側の
領域のそれぞれに前記所定ページ分の複数の原稿画像を前記所定の順序で夫々配列される
第３の画像形成を実行する制御手段、
として機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は画像処理装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、記録用紙を重ねて
中央より折り返して製本したときにページ順になるような形で原稿画像をレイアウトして
出力する製本レイアウト機能と複数枚の原稿を原稿枚数よりも少ない記録用紙の上にレイ
アウトして出力する機能を有する複写機等の画像処理装置および画像処理方法、並びにプ
ログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、コピー対象の複数の原稿画像を読み取って、それらの原稿画像データをハードディ
スク等のメモリに一旦記憶し、そのメモリから任意の原稿画像データを繰り返し読み出し
てプリント出力する電子ソート機能を備えたデシタル複写機が知られている。
【０００３】
また、この電子ソート機能を利用して製本レイアウトを実現したデジタル複写機も知られ
ている。ここで、製本レイアウト機能とは、記録用紙を重ねて中央で折り返した（２つ折
りした）ときにページ順になるような形で、記録用紙の表裏にそれぞれ原稿画像をレイア
ウトしてプリントする機能である。この製本レイアウト機能を利用することにより、左開
き、または右開きの製本を行なうことが可能となる。
【０００４】
さらに、１枚の記録用紙の上に複数の原稿画像を配置してプリントする縮小レイアウト機
能を実現したデジタル複写機も知られている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した製本レイアウト機能と縮小レイアウト機能を組み合わせて、製本
出力される冊子の各ページに複数の原稿画像が入力順に従って配置されるようなレイアウ
トを行ってプリント出力することは出来なかった。
【０００６】
　本発明は、このような背景の下になされたもので、その目的は、製本レイアウト機能に
より製本出力される冊子の各ページに複数の原稿画像が入力順に従って配置されて出力さ
るようなレイアウトを可能にする画像処理装置および画像処理方法、並びにプログラムを
提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために本発明装置は、複数の原稿画像のレイアウトを行うレイア
ウトモードに基いた画像形成を行う場合に、１枚の記録紙の同一面上に所定ページ分の複
数の原稿画像が所定の順序で配列される第１の画像形成を実行可能にし、且つ、二つ折り
される記録紙に原稿画像を印刷する製本印刷モードに基いた画像形成を行う場合に、前記
二つ折りされる記録紙の同一面上の折り位置を基準とした左側の領域と右側の領域のそれ
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ぞれに１ページ分の原稿画像が夫々配列される第２の画像形成を実行可能にした画像処理
装置であって、前記レイアウトモードにおける原稿画像のレイアウトに関する設定を行う
設定手段と、前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像形成を
実行させる要求を受け付ける受付手段と、前記原稿画像における文字方向、前記原稿画像
における原稿方向及び前記設定手段により設定された前記レイアウトに関する設定に基づ
いて、前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基づいた画像形成を実行
する場合の製本の開き方を決定する決定手段と、前記レイアウトモードと前記製本印刷モ
ードの両モードに基いた画像形成を実行させる要求を前記受付手段により受け付けた場合
に、前記決定手段により決定された前記製本の開き方に基づいて、前記二つ折りされる記
録紙の同一面上の前記左側の領域と前記右側の領域のそれぞれに前記所定ページ分の複数
の原稿画像を前記所定の順序で夫々配列される第３の画像形成を実行する制御手段と、を
有することを特徴とする。
【０００８】
　上記本発明装置において、前記第３の画像形成に先立ち、前記第３の画像形成に係る全
ページの原稿画像を記憶手段に記憶させることができる。
【０００９】
　上記本発明装置において、前記設定手段は、前記レイアウトに関する設定として、前記
二つ折りされる記録紙の前記左側の領域と前記右側の領域の各領域における前記所定ペー
ジ分の複数の原稿画像の配列数を設定することができる。
【００１０】
　上記本発明装置において、前記二つ折りされる記録紙の前記左側の領域と前記右側の領
域の各領域における前記所定ページ分の複数の原稿画像の配列順序を、前記第３の画像形
成に先立ち指定可能にすることができる。
【００１１】
　上記本発明装置において、前記受付手段は、前記レイアウトモードと前記製本印刷モー
ドの両モードに基いた画像形成を実行させる要求を、前記画像処理装置が具備するユーザ
インターフェース手段を介して受け付けることができる。
【００１２】
　上記の目的を達成するために本発明方法は、複数の原稿画像のレイアウトを行うレイア
ウトモードに基いた画像形成を行う場合に、１枚の記録紙の同一面上に所定ページ分の複
数の原稿画像が所定の順序で配列される第１の画像形成を実行可能にし、且つ、二つ折り
される記録紙に原稿画像を印刷する製本印刷モードに基いた画像形成を行う場合に、前記
二つ折りされる記録紙の同一面上の折り位置を基準とした左側の領域と右側の領域のそれ
ぞれに１ページ分の原稿画像が夫々配列される第２の画像形成を実行可能にした画像処理
方法であって、前記レイアウトモードにおける原稿画像のレイアウトに関する設定を行う
設定ステップと、前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像形
成を実行させる要求を受け付ける受付ステップと、前記原稿画像における文字方向、前記
原稿画像における原稿方向及び前記設定ステップにおいて設定された前記レイアウトに関
する設定に基づいて、前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基づいた
画像形成を実行する場合の製本の開き方を決定する決定ステップと、前記レイアウトモー
ドと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像形成を実行させる要求を前記受付ステッ
プにおいて受け付けた場合に、前記決定ステップにおいて決定された前記製本の開き方に
基づいて、前記二つ折りされる記録紙の同一面上の前記左側の領域と前記右側の領域のそ
れぞれに前記所定ページ分の複数の原稿画像を前記所定の順序で夫々配列される第３の画
像形成を実行する制御ステップと、を有することを特徴とする。
【００１３】
　上記の目的を達成するために本発明プログラムは、複数の原稿画像のレイアウトを行う
レイアウトモードに基いた画像形成を行う場合に、１枚の記録紙の同一面上に所定ページ
分の複数の原稿画像が所定の順序で配列される第１の画像形成を実行可能にし、且つ、二
つ折りされる記録紙に原稿画像を印刷する製本印刷モードに基いた画像形成を行う場合に
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、前記二つ折りされる記録紙の同一面上の折り位置を基準とした左側の領域と右側の領域
のそれぞれに１ページ分の原稿画像が夫々配列される第２の画像形成を実行可能にしたプ
ログラムであって、コンピュータを、前記レイアウトモードにおける原稿画像のレイアウ
トに関する設定を行う設定手段、前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モード
に基いた画像形成を実行させる要求を受け付ける受付手段、前記原稿画像における文字方
向、前記原稿画像における原稿方向及び前記設定手段により設定された前記レイアウトに
関する設定に基づいて、前記レイアウトモードと前記製本印刷モードの両モードに基づい
た画像形成を実行する場合の製本の開き方を決定する決定手段、並びに、前記レイアウト
モードと前記製本印刷モードの両モードに基いた画像形成を実行させる要求を前記受付手
段により受け付けた場合に、前記決定手段により決定された前記製本の開き方に基づいて
、前記二つ折りされる記録紙の同一面上の前記左側の領域と前記右側の領域のそれぞれに
前記所定ページ分の複数の原稿画像を前記所定の順序で夫々配列される第３の画像形成を
実行する制御手段、として機能させることを特徴とする。
【００４７】
【発明の実施形態】
（第１実施形態）
図１は本発明に係る画像処理装置（複写機）の第１実施形態の制御構成を示すブロック図
である。
【００４８】
図１において、リーダ部１は原稿の画像を読み取り、原稿画像に応じた画像データを画像
入出力制御部３へ出力する。プリンタ部２は画像入出力制御部３からの画像データに応じ
た画像を記録紙上に記録する。画像入出力制御部３は、リーダ部１およびプリンタ部２に
接続されており、ファクシミリ部４、ファイル部５、外部記憶装置６、インターフェイス
部７、フォーマッタ部８、画像メモリ部９、コア部１０等から構成される。
【００４９】
ファクシミリ部４は、電話回線を介して受信した圧縮画像データを伸張し、該伸張された
画像データをコア部１０へ転送し、またコア部１０から転送された画像データを圧縮し、
電話回線を介して該圧縮画像データを送信する。なお、送受信する画像データをファイル
部５に接続された外部記憶装置６に一時的に保存することができる。
【００５０】
ファィル部５は、外部記憶装置６が接続され、コア部１０から転送された画像データを圧
縮し、外部記憶装置６に記憶する。また、ファイル部５はコア部１０を介して搬送された
コードデータに基づいて外部記憶装置６に記憶されている圧縮画像データを検索し、検索
された圧縮画像データを読み出して伸張し、該伸張された画像データをコア部１０へ転送
する。
【００５１】
インターフェイス部７は、コンピュータ１１、プリンタサーバ１２とコア部１０の間のイ
ンターフェイスであり、コンピュータ１２と１対１で接続するためのインターフェイスと
、ネットワークに接続するインターフェイスの２種類がある。
【００５２】
フォーマッタ部８は、コンピュータ１１から転送された画像を表すコードデータ（ＰＤＬ
データ）をプリンタ部２で記録できる画像データに変換して展開するものである。
【００５３】
画像メモリ部９は、リーダ部１からの情報や、インターフェイス部７を介しコンピュータ
１１等から送られてきた情報を一時的に蓄積しておくためのものである。画像メモリ部９
は、後述の画像処理部に設けられる。
【００５４】
コア部１０は、リーダ部１、プリンタ部２、ファクシミリ部４、ファイル部５、インター
フェイス部７、フォーマッタ部８、および画像メモリ部９間のデータの流れを制御するも
のである。
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【００５５】
図２は、本発明に係る画像処理装置（複写機）の第１実施形態の構成を説明する断面図で
ある。
【００５６】
図２において、１０１は原稿給送装置で、原稿を１枚ずつ順番に原稿台ガラス面１０２上
へ給送して、原稿の読み取り動作終了後に原稿台ガラス面１０２上の原稿を排出するもの
である。原稿が原稿台ガラス面１０２の所定位置へ搬送されると、スキャナ部のランプ１
０３が点灯、かつスキャナユニット１０４が移動して原稿を照射する。
【００５７】
この時の原稿からの反射光は、ミラー１０５，１０６，１０７およびレンズ１０８によっ
てＣＣＤイメージセンサ部（以下、ＣＣＤと表記）１０９へ入力される。ＣＣＤ１０９に
照射された原稿の反射光は、ここで電気信号に変換される。変換された電気信号には、画
像処理部（不図示）において各種の画像処理が施され、処理された信号は画像メモリ部９
に蓄えられる。
【００５８】
画像メモリ部９は、１つの画像レイアウトメモリと、必要な画像データを全て蓄えること
が可能な容量を有する画像メモリとを含む。この画像メモリには、ハードディスク装置、
ＭＯディスク装置、ＣＤ－ＲＷ装置等の各種記憶装置を使用することもできる。この画像
メモリに一旦記憶された個々の画像データを読み出し、各種画像処理を施し、画像レイア
ウトメモリの所望の位置に展開して書き込むことによって、別々の原稿画像を画像レイア
ウトメモリ上で合成することができる。また、画像メモリ部９の画像メモリへ蓄積する画
像には、必要に応じて周知の画像データ圧縮を行っても良い。
【００５９】
画像処理部の画像メモリ部９からプリンタ部２へ供給された電気信号は、露光制御部２０
１において変調された光信号に変換され、この光信号を感光体２０２に照射する。この照
射光によって感光体２０２上に作られた潜像は、現像器２０３によって現像される。上記
現像像の先端とタイミングを合わせて記録用紙積載部２０４、もしくは２０５より記録用
紙が搬送され、転写部２０６において、上記現像された像が記録用紙に転写される。転写
された像は定着部２０７において記録用紙に定着された後、排紙ローラ２０８によって装
置外部に排出される。
【００６０】
また、両面記録が設定されている場合は、排出ローラ２０８のところまで記録用紙を搬送
した後に排出ローラ２０８の回転方向を逆転させ、フラッパ２０９の向きを切り替えるこ
とにより、記録紙を再給紙搬送路２１０へと導く。再給紙搬送路２１０へ導かれた記録紙
は、上述したタイミングで再び転写部２０６へ給紙され、両面記録が行われる。
【００６１】
排紙ローラ２０８により排出された記録用紙は、排出処理部２２０内に導入される。本体
から排出処理部２２０にステイプル信号を入力している場合は、導入された記録用紙は、
排出処理部２２０内でステイプル単位で蓄積された後にステイプルされ、所定のステイプ
ルトレイ２２１に排出される。また製本信号が入力されている場合は、排出処理部２２０
内にステッチ単位で記録用紙を蓄積した後に、記録用紙の中央ライン上の２箇所を綴じ、
中央ラインを折り返して製本し、ステッチトレイ２２１に排出される。
【００６２】
このような一般的な手法で製本された記録用紙の状態について、図３を参照して説明する
。図３に示す製本状態の例は、記録用紙３１～３３の両面に画像形成され、これら３枚の
記録用紙３１～３３を整合し、各記録用紙中央部の２箇所をステイプル、半折りにしたも
のである。各々の記録用紙に４ページ相当の原稿画像が形成され、図３の例では１２ペー
ジの原稿画像が形成されている。図中、１～１２の数字はページ番号であり、１ページに
つき１つの原稿画像が形成されている。
【００６３】
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図４は、リーダ部１における操作パネルの構成図である。
【００６４】
４０１は電源スイッチであり、本体への通電を制御する。４０２はコピーモードＡキーで
あり、複数の機能の中からコピーモードＡを選択するときに使用する。４０３はコピーモ
ードＢキーであり、複数の機能の中からコピーモードＢを選択するときに使用する。コピ
ーモードＡとコピーモードＢは各々同じコピー機能のモードであるが、片方のコピーのス
キャナ読み込みが終了している場合は次のコピーの入力読み込みを行えるため、敢えてユ
ーザに分かりやすくするために二つのコピーモードに分けている。
【００６５】
４０４はメールボックスキーであり、複数の機能の中からメールボックスモードを選択す
るときに使用する。メールボックスモードとは、ユーザ個人や部署毎に複写機内のメモリ
に記憶領域を持ち、その領域にＰＤＬデータやスキャン画像を入れておき、好きなときに
出力する機能である。４０５は拡張キーであり、ＰＤＬデータに対する操作を行うときに
使用する。
【００６６】
４０６はスタートキーであり、コピーの開始を指示するときに用いる。４０７はストップ
キーであり、コピーを中断したり、中止したりするときに用いる。４０８はテンキーであ
り、数値の入力を行うときに使用する。４０９はＬＣＤタッチパネルであり、液晶画面と
タッチセンサの組合せで構成される。ＬＣＤタッチパネル４０９にはモード毎に個別の設
定画面が表示され、さらに、ＬＣＤタッチパネル４０９に表示されたキーに触れることで
、各種の詳細な設定を行うことができる。
【００６７】
図５を参照して、製本レイアウトモードと縮小レイアウトを組み合わせた本実施形態にお
けるレイアウト設定のための手順について説明する。
【００６８】
コピーモードＡまたはコピーモードＢにおいて、製本処理を行うモードを選択したとき、
ＬＣＤタッチパネル４０９には図５（Ａ）の画面が表示される。ここで縮小レイアウトキ
ー５０を押下することにより、製本出力される冊子の各ページに複数の原稿画像を配置す
るための設定画面が表示される（図５（Ｂ））。ここで、縮小レイアウトの種類を選択し
て反転表示させ、「ＯＫ」キー５２を押下すると、レイアウトの種類の情報が設定され、
図５（Ａ）の画面に戻る。
【００６９】
また、図５（Ｂ）において「詳細設定」キー５４を押下すると、レイアウトの順番を選択
するための画面が表示される。
【００７０】
図５（Ｃ）は、縮小レイアウトの種類を４ｉｎ１もしくは８ｉｎ１と設定した場合のレイ
アウトの順番の設定画面例である。この“ｎ”ｉｎ１という表現は、製本終了時点の１ペ
ージに“ｎ”個の画像をレイアウトすることを意味する。レイアウトの順番は、ジグザグ
状の矢印で示されている。図５（Ｃ）の選択ボタン５６によって原稿画像のレイアウト順
を選択して反転表示させ、「閉じる」キー５８を押下すると、レイアウトの種類とレイア
ウト順の情報が設定され、図５（Ｂ）の設定画面に戻る。
【００７１】
以上説明した操作に従って、製本状態で出力を行い、製本出力される冊子の各ページに複
数の原稿画像を配置してプリントするための情報を設定することができる。
【００７２】
図６は、製本モードにおいて縮小レイアウトを指定してコピーを開始した際の、第１実施
形態における画像形成レイアウト処理時の流れを示すフローチャートである。
【００７３】
図６に示すステップＳ６０１では、画像形成するモードとして製本レイアウトモードが指
定され、かつ縮小レイウトモードが指定されているかどうかを判断する。製本レイアウト
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モードと縮小レイアウトモードが同時に指定されていない、従来例のような通常の画像レ
イアウトシーケンスを実行する（Ｓ１０１）。一方、ステップＳ６０１において製本レイ
アウトモードかつ縮小レイアウトモードが設定されている場合はステップ６０２以降へ進
む。
【００７４】
ステップＳ６０２では、原稿給送装置１０１に上向き（フェイスアップ）に置かれた原稿
を上から順に原稿台ガラス面１０２に搬送して、ＣＣＤ１０９により、装置上部に設けた
操作部（図示せず）で指定された縮小レイアウトの設定に従って縮小して原稿画像を読み
込み、画像メモリ部９内の画像メモリにレイアウトしながら順番に記憶していく。このと
き同時に、画像メモリに記憶するとともに該画像メモリに格納した画像枚数Ｍをカウント
する。原稿給送装置１０１上の全ての原稿画像を縮小レイアウトして画像メモリに全て記
憶し終わると、ステップＳ６０３に移行する。
【００７５】
ステップＳ６０３では、記憶した画像のプリントに必要な記録用紙枚数Ｐを式［数１］に
より計算する。
【００７６】
【数１】
Ｐ＝（Ｍ＋３）／４の商の整数部　　　　　（１）
【００７７】
記録用紙枚数Ｐを算出するとステップＳ６０４において、画像読み出し順を示す画像処理
テーブルを作成する。
【００７８】
図７はステップＳ６０４における画像処理テーブルの作成手順を示すフローチャートであ
る。
【００７９】
まず、ステップＳ７０１においてカウンタ値ｉを０に設定し、カウンタ値Ｐｕｐとカウン
タ値ＰｄｏｗｎをステップＳ６０３で求めた記録用紙枚数Ｐに初期化し、ステップＳ７０
２に移行する。
【００８０】
ステップＳ７０２では、原稿画像における文字方向と記録用紙方向と縮小レイアウトの種
類から、図８に示すテーブルを参照して製本レイアウトの種類（左開きまたは右開き？）
を判定する。ステップＳ７０２において製本レイアウトの種類が左開きと判定された場合
は、ステップＳ７０３へ移行する。
【００８１】
ステップＳ７０３ではカウンタ値ｉと記録用紙枚数Ｐの値の大小を比較し（ｉ＜Ｐ？）、
比較結果が偽（ｉ≧Ｐ）の場合は処理を終了し、真（ｉ＜Ｐ）の場合はステップＳ７０４
以降へ進む。
【００８２】
ステップＳ７０４では式［数２］に従って計算を行い、算出した値を、画像読み出し順を
示す画像処理テーブルに書き込む。
【００８３】
【数２】
（１面目左側）＝２×Ｐdown
（１面目右側）＝２×Ｐｕｐ＋１
（２面目左側）＝２×Ｐｕｐ＋２
（２面目右側）＝２×Ｐdown－１
【００８４】
続いてカウンタ値ｉを１インクリメントし、カウンタ値Ｐｕｐを１インクリメントし、カ
ウンタ値Ｐｄｏｗｎを１デクリメントして（ステップＳ７０５）、再びステップＳ７０３
の処理に戻る。ステップＳ７０３における比較演算結果が偽になるまで上記処理Ｓ７０３
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～Ｓ７０５を繰り返して画像処理テーブルを作成する。
【００８５】
図９は上記手順に従い作成した画像処理テーブルの例を示す説明図である。
【００８６】
図９は、左開き、原稿画像Ｍ＝８，∴Ｐ＝２の例を示し、２枚の記録用紙に式［数２］に
従って計算した画像順序でレイアウトされることを示している。
【００８７】
図６に戻って、ステップＳ６０４の画像処理テーブル作成処理が終了すると、画像メモリ
に記憶されている各画像を読み出し、読み出した各画像を該画像処理テーブルの記載順に
従って画像レイアウトメモリにレイアウトする（ステップＳ６０５の１面目レイアウト）
。ステップＳ６０５においてレイアウト処理が完了するとステップＳ６０６へ移行し、プ
リント部２において、レイアウト完了した画像レイアウトメモリの画像をプリントする。
【００８８】
次に、ステップＳ６０５と同様に画像処理テーブルを参照し、次の面に配置すべき画像を
画像メモリから読み出して画像レイアウトメモリに展開して（ステップＳ６０７の２面目
レイアウト）、ステップＳ６０６でプリントした記録用紙の裏面に、画像レイアウトメモ
リに展開（レイアウト）した次の画像を同様にプリントする（ステップＳ６０８の２面目
レイアウト）。そして、両面にプリントを終了した記録用紙を排紙処理部２２０内のスタ
ック部（図示せず）に蓄える。
【００８９】
図１０は、４ｉｎ１、左開き、原稿枚数３２枚（スキャンした原稿画像が３２）という条
件でプリントしたときの、１枚目の記録用紙１００の表裏面におけるレイアウト例を示す
図である。図中、９～２４の数字は原稿画像に対応する番号である。記録用紙１００中央
部の余白１０１，１０２は綴じ代である。
【００９０】
両面プリントが１枚終了すると続くステップＳ６０９において、ステップＳ６０５～ステ
ップＳ６０８を記録用紙枚数Ｐの回数だけ処理したか否か判別する。ステップＳ６０９に
おいてまだＰ回処理を行っていないと判断した場合はステップＳ６０５へ戻り、別の記録
用紙に同様のレイアウトおよびプリント処理を行う。
【００９１】
一方、ステップＳ６０９においてＰ回処理を行ったと判断した場合は、ステップＳ６１０
へ移行する。図１０に示した例ではステップＳ６０５～ステップＳ６０９のループ処理を
２回実行し、２回目の処理で、残りの原稿画像のレイアウト、および２枚目の記録用紙へ
の両面プリントが行われる。両面プリントされた記録用紙は、排紙処理部２２０のスタッ
ク部にスタックされる。
【００９２】
ステップＳ６１０では製本処理を実行する。すなわち、スタック部にスタックされた記録
用紙の中央をステイプルし、半折してステッチトレイ２２１ヘ排出する。続いてステップ
Ｓ６１１へ移行し、操作部で指定されたプリント部数分だけステップＳ６０５～ステップ
Ｓ６１０の処理を完了したか否かを判別する。指定のプリント部数を終了していない場合
はステップＳ６０５へ戻り、ステップＳ６０５～ステップＳ６１１を同様に繰り返す。ス
テップＳ６１１において指定部数のプリントを終了した場合は、処理を終了する。
【００９３】
なお、図７中のステップＳ７０２において右開きと判定された場合は、ステップＳ７７３
以降の右開きレイアウト製本処理へ移行する。
【００９４】
右開きレイアウト製本処理では、ステップＳ７０４で使用した式［数２］を式［数３］に
置き換えた処理を行うステップＳ７７４のみが左開きの場合と異なり、ステップＳ７７３
は左開きの場合のステップＳ７０３と同様であり、ステップＳ７７５は左開きの場合のス
テップＳ７０５と同様である。
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【００９５】
【数３】
（１面目左側）＝２×Ｐｕｐ＋１
（１面目右側）＝２×Ｐdown
（２面目左側）＝２×Ｐdown－１
（２面目右側）＝２×Ｐｕｐ＋２
【００９６】
このような処理を行う本実施形態によれば、記録用紙を重ねて半折り（２つ折り）にした
時の各ページに複数枚の原稿を原稿ページ順に配置してプリントし、ステイプルして製本
することが可能となる。図１１は製本された例を示す図であり、４ｉｎ１、左開き、原稿
枚数３２枚という条件での製本結果を表す。記録用紙１００と記録用紙１０５が針１１１
，１１２によって綴じられている。
【００９７】
（他の実施形態）
なお、上記第１実施形態においては、縮小レイアウトと製本レイアウトを組み合わせたレ
イアウトを行い、プリンタ部２によって記録用紙上にプリントする例について説明したが
、本発明はこの形態に限られるのではない。例えば、上記処理によってレイアウトを行っ
た画像データをインターフェイス部７を介し外部に出力することも可能であり、外部に接
続されているプリンタ装置（図示せず）に対して画像データを送り、このプリンタ装置に
よってプリントすることも可能である。
【００９８】
同様に、上記処理によってレイアウト処理した画像データを外部記憶装置６に送って格納
することも可能である。
【００９９】
また、原稿画像の入力に関しても同様で、上記第１実施形態ではリーダ部１から読み込ま
れた画像データを一旦記憶してレイアウトを行う例について説明したが、本発明はこれに
限られるものではない。例えば、コンピュータ１１またはプリンタサーバ１２からインタ
ーフェイス部７を介して送られてきたＰＤＬデータをフォーマッタ部８で可視画像に変換
した画像データに対して、上述と同様の処理によりレイアウト処理を行って所望の出力先
に出力することも可能である。
【０１００】
なお、この場合、原稿画像の文字方向、原稿の用紙方向、縮小レイアウトの種類、ページ
の配置方法の設定は、操作部によってユーザ設定する上記形態に限られるものではない。
例えば、ＰＤＬデータを作成したときにコンピュータ１１またはプリンタサーバ１２上で
設定した情報をインターフェイス部７を介して受けて、これに従って上記各種設定情報を
設定しても良い。
【０１０１】
同様に、外部記憶装置６に記憶されている縮小レイアウトされた画像データに対して上述
と同様の処理を行うことによって、製本出力される冊子の各ページに複数の原稿が配置さ
れるような形態で、所望の出力先にプリントデータを出力することも可能である。
【０１０２】
また、上記第１実施形態および他の実施形態では、原稿の用紙方向、原稿画像の文字方向
の設定について、操作部もしくはインターフェイス部７を介して送られてくる情報を利用
して行ったが、原稿画像に対してＯＣＲ等で文字認識するなどしてこれらを自動判別する
こともできる。さらに、上記第１実施形態では、記録用紙の向き、原稿画像の文字方向、
縮小レイアウト種類の情報から製本レイアウトの種類をテーブルを参照することで自動判
別しているが、ユーザが操作部で製本レイアウト種類を設定するようにすることもできる
。
【０１０３】
また、上記第１実施形態では、製本レイアウトを行うために画像処理テーブルを作成して
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いるが、画像処理テーブルを作成せずに、適宜計算を行いながらプリントするようにして
も良い。
【０１０４】
また、上記第１実施形態では入力時に縮小レイアウト処理を行っているが、製本レイアウ
ト処理でページレイアウトを行う際に縮小レイアウト処理を同時に行うようにしても良い
。
【０１０５】
さらに、本発明は上述のように、複数の機器（たとえばホストコンピュータ、インタフェ
ース機器、リーダ、プリンタ等）から構成されるシステムに適用しても一つの機器（たと
えば複写機、ファクシミリ装置）からなる装置に適用してもよい。
【０１０６】
また、前述した実施形態の機能を実現するように各種のデバイスを動作させるように該各
種デバイスと接続された装置あるいはシステム内のコンピュータに、前記実施形態機能を
実現するためのソフトウェアのプログラムコードを供給し、そのシステムあるいは装置の
コンピュータ（ＣＰＵあるいはＭＰＵ）を格納されたプログラムに従って前記各種デバイ
スを動作させることによって実施したものも本発明の範疇に含まれる。
【０１０７】
またこの場合、前記ソフトウェアのプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実
現することになり、そのプログラムコード自体、およびそのプログラムコードをコンピュ
ータに供給するための手段、例えばかかるプログラムコードを格納した記憶媒体は本発明
を構成する。
【０１０８】
かかるプログラムコードを格納する記憶媒体としては例えばフロッピーディスク、ハード
ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、不揮発性のメモリ
カード、ＲＯＭ等を用いることができる。
【０１０９】
またコンピュータが供給されたプログラムコードを実行することにより、前述の実施形態
の機能が実現されるだけではなく、そのプログラムコードがコンピュータにおいて稼働し
ているＯＳ（オペレーティングシステム）、あるいは他のアプリケーションソフト等と共
同して前述の実施形態の機能が実現される場合にもかかるプログラムコードは本発明の実
施形態に含まれることは言うまでもない。
【０１１０】
さらに供給されたプログラムコード（プログラムプロダクツ）が、コンピュータの機能拡
張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに格納された後そ
のプログラムコードの指示に基づいてその機能拡張ボードや機能格納ユニットに備わるＣ
ＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能
が実現される場合も本発明に含まれることは言うまでもない。
【０１１１】
【発明の効果】
　以説明したように本発明によれば、原稿画像における文字方向、原稿画像における原稿
方向及びレイアウトモードにおける原稿画像のレイアウトに関する設定に基づいて決定さ
れた製本の開き方に基づいて、二つ折りされる記録紙の同一面上の左側の領域と右側の領
域のそれぞれに所定ページ分の複数の原稿画像を所定の順序で夫々配列される第３の画像
形成を実行することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る画像処理装置（複写機）の第１実施形態の制御構成を示すブロック
図である
【図２】本発明に係る画像処理装置の第１実施形態の構成を説明する断面図である。
【図３】従来の製本処理された記録用紙を示す説明図である。
【図４】本発明に係る画像処理装置の第１実施形態における操作パネルの構成を示す図で
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【図５】本発明に係る画像処理装置の第１実施形態において製本レイアウトと縮小レイア
ウトを組み合わせたレイアウトを行うための設定手順を示す説明図である。
【図６】本発明に係る第１実施形態のフローチャートである。
【図７】図６における画像処理テーブル作成処理の手順を示すフローチャートである。
【図８】本発明に係る第１実施形態製における本レイアウトの種類判定テーブルを示す説
明図である。
【図９】本発明に係る第１実施形態製における画像処理テーブルの例を示す説明図である
。
【図１０】図９のテーブルを参照してプリントした１枚目の記録用紙のレイアウトの例を
示す説明図である。
【図１１】本発明に係る第１実施形態製において縮小レイアウトと製本レイアウトを組み
合わせたレイアウト処理された記録用紙を示す説明図である。
【符号の説明】
１　リーダ部
２　プリンタ部
３　画像入出力制御部
４　ファクシミリ部
５　ファイル部
６　外部記憶装置
７　インターフェイス部
８　フォーマッタ部
９　画像メモリ部
１０　コア部
１１　コンピュータ
１２　プリンタサーバ
１０１　原稿給送装置
１０２　原稿台ガラス面
１０３　ランプ
１０４　スキャナユニット
１０９　ＣＣＤイメージセンサ部
２０１　露光制御部
２０２　感光体



(13) JP 4261732 B2 2009.4.30

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 4261732 B2 2009.4.30

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】

【図９】



(15) JP 4261732 B2 2009.4.30

【図１０】 【図１１】



(16) JP 4261732 B2 2009.4.30

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１０－２０３７１７（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－３４８３７１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－１３６９７９（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－０９３８０９（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－２６１３８５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04N 1/38- 1/393
              G03G15/00-15/00 550


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

